
2024年8月/9月号 
Vol.70 

現在の日本の総人口は1億2396万人。そのうち65歳以上の方は3622万9千人。約3
割の方が65歳以上であり、年々増加傾向にあります。品川区では人口：411,413
人に対し、65歳以上の方は80,893人で、約2割となっており、全国平均でみると
低い方ではありますが、今後、高齢化が進み、「福祉のあり方」「社会保障費の
負担増大」「後継者不足による廃業」「介護人材の確保」「防災対策」など、
様々な対策をとっていく必要があります。

　現在、日本では人材不足に悩まされております。その中の一つに介護職員不足です。
高齢化が進む中、必ず必要となる分野であり、区としても介護職の魅力発信や居住支
援、職場体験などの取り組みがされておりますが、厳しいのが現状です。まず、大切な
のは、仕事の割には賃金が低い、そして、職場での人間関係、精神的、肉体的にきつい
などがあげられており、今後は、それぞれの課題解決に向け、賃金の底上げ、介護職員
の負担軽減対策に取り組みます。

区政報告会
先日の区政報告会には猛暑の中、80名を超える方々にお越しいた
だき、誠にありがとうございました。報告会では中島後援会長か

ら初めてのタウンミーティング形式での試みをご説明頂き、
支援者の皆さま方との熱気ある交流の場とさせて頂きました。
今回の区政報告会では支援者の皆さまから直接お話を伺い、多く
の宿題、そして、応援のお言葉を頂戴しました。

2024年
7月26日

で汗をかいてまいります
これからもたくさんの地域の声が聞けるように定期的に開催します。

　　　　　　　　　　　　　その中で大きな課題となっているのが認知症です。品川区では令和2年度　品川
　　　　　　　　　　　　　区における認知症患者数は、約14,000人。年々増加傾向となっており、喫緊の
　　　　　　　　　　　　　課題の一つです。まず、認知症になる前の対策で必要なことは早期発見。その取
り組みの一つに「物忘れ検診」が上げられます。この物忘れ検診は、早期発見・早期対応を目的とし、もの忘
れが気になる人も、そうでない人も、脳の健康チェックのため、品川区独自に実施しています。対象は令和6年
度内に75歳を迎える区民の方で、受診期間は令和6年6月21日～令和7年2月28日。費用は「無料」となってお
り、受診しやすくなっております。しかし、この検診の受診率は、7％と低い水準となっており、今後は受診し
やすい環境が求められます。そこで、国保基本健診の項目に「もの忘れ検診」を取り入れてはどうかと、提案
させていただいておりますが、難しい状況です。今後も「もの忘れ検診」を受診しやすくするためにも、健康
診断の項目に取り入れていただくよう、要望してまいります。

高齢化問題

全力



救急代理通報システムの無償提供
高齢化が進む中、一人暮らし高齢者が増えてきてお
ります。そこで、命を守るために、「高齢者救急代
理通報システム」が、無償提供され、月々の料金も
無料です。連絡先は、各地域センターに設置されて
おります。お問い合わせは、支え愛・ほっとステー
ションまでお願いします。

<学歴>
東福岡高等学校
福岡大学理学部応用物理学科
同大学院理学研究科応用物理学専攻
<趣味>
囲碁、魚釣り、茶道
ソフトテニス、ソフトボール
<職歴>
衆議院議員 松原仁(公設第一秘書)
品川区議会議員（４期）

役職経験
 厚生(委員長)
 建設(副委員長)
 文教・区民委員・行財政改革
 オリ・パラ特別委員会
 青少年問題協議会委員
 国際友好協会評議員
 大井消防団部長（第二分団）
 品川区ソフトボール連盟(顧問)
 大井地区少年野球連盟(顧問)

（連絡先） 品川区南大井1－13－16－1101
　　　　　　　　TEL: 03-3768-7550 
　　　　　　　　FAX: 03-3768-7550 
　　✉yarutaisd041015@yahoo.co.jp 

　ご意見・ご要望お待ちしております。

松永よしひろ事務所

　松永よしひろ
 昭和56年11月27日生れ（42歳）AB型
 出身地：福岡県福岡市
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各地域でタウンミーティングを開催して
おります。皆様からのご意見ご要望を伺い
に、これからも汗をかいてまいります。

ご希望がございましたら、
お気軽にご連絡いただければ幸いです。

 避難所看板の撤去
「見晴らし通り」「大井消防署横」交差点

 不法投棄ゴミの撤去カーブミラーの修理

アンツーカー、レーキ購入

道路陥没の補修

ガードレールの垂れ幕の補修

公園内ドッグランの整備（しつけ教室）

＜熱中症対策＞ 観客席にシートの設置
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